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日本図書館学校においてレファレンス教育に

使用された渋谷国忠論文の考察

前 川 和 子

要 旨

日本 図書 館 学校(JapanLibrarySchool以 下 、JLS)は 、 日本 で 初 め ての 大 学学 部

レベ ルの 図書館 学教 育 が行 われ た。R.ギ トラー(RobertLaurenceGitler,1909-2004)

が 主 任 とな り、 アメ リカか ら4人 の教 師 と1人 の ライブ ラ リア ンが招 聰 され教 育 に あ

た った 。そ の レフ ァレ ンス の科 目で は、担 当 者F.チ ェ ニー(FrancesNeelCheney,

1906-1996)に よ ってMudge,Wyer,Bishopの 各 々の レフ ァレ ンスの定 義 が紹 介 され

た。 また この科 目で は、 日本 の文 献 として渋谷 国忠(1906-1969)の 「参 考事務 要論 」、

今 沢 慈 海(1882-1968)な どが 資料 として使 わ れ てい る。 これ ら 日本 の 論文 の何 が 評

価 されて 、資料 と して使 われ る ことに なっ たのか 。本稿 で は、3人 の レフ ァレ ンス権

威 者 と どの よ うに繋 が るの か を探 り、渋谷 の論 文 を評価 したい。

キー ワー ド 渋 谷 国定、 レ フ ァレ ンスサ ー ビス論 、 日本図書 館学 校 、

ShibuyaKunisada,Referenceservice,JapanLibrarySchool

ユ　

1は じめに

2)

石井敦の 『簡約 日本 図書館 先賢事典(未 定稿)』 による と、渋谷 は長野 に生まれ、

1928年 明治学院卒業、同年横浜市図書館就職、1943年 前橋図書館、1961年 同図書館 を

退職 した。「戦後JLA評 議員、公共図書館部会な どで活躍、 また筆名 「竹越三男」で

萩原朔太郎研究会の中心人物だった」 とある。『郷土所在萩原朔太郎書誌』(1954)の

著作がある。渋谷は戦前か ら活躍 し、図書館活動の面か らも業績の面か らも優れた図

書館員であった。彼の 「参考事務要論」は、戦後す ぐ開設 され、 当時のアメリカの最

新思想 を教育 したJLSの レファレンスの講義で使用 され、 また図書館員 に司書等の
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資格を与えるための指導者を養成する図書館専門職員指導者養成講習会(以 下、図書
3)

館指導者講習会)に おいて もレフ ァレ ンス教育 に用 い られた。後者 の開催場所 は、

JLSの 所属す る慶鷹義塾大学であった。 どち らの場合 も、 レファレンス教育を担当 し

たのはF.チ ェニーであった。本稿では文献 を中心 に考察す るが、その中には、ヴ ァ

ンダー ビル ト大 学 図書館 に保 存 されて い るSpecialCollectionsの"Brainardand
4)

FrancesNeelCheneyPapers"(以 下 、 「F.チ ェ ニ ー の フ ァ イ ル 」)も 含 ま れ る 。

先行研究

日本 にレファレンス を紹介 した先人たちの足跡は、今沢慈海 らか ら始 まる。その先

人たちの足跡をまとめた研 究 として、三宅千代5)、 北原國彦 などの ものがあるが、そ

れ らの中で、特 に渋谷についての紹介論文を探 る。

馬場俊明は 「当時の図書館界は、旧体制の指

導者が組織 した 「金曜会」 とい う在京近県の図 別表1:金 曜会メンバー

書館関係者が中心 とな り、CIE担 当官、文部省

らと重要な図書館問題に関し懇談会を定期的に

開催 していた。かれ ら主流は、文部省が非公式
の8)

に依頼 した若干名の委員(中 田邦造、河合博、
9) ユ　　 ユの

岡田温、加藤宗厚、大佐三四五、渋谷国忠)を

任命し、公共図書館法案の制定に動いてい荊 。

岡田は当時、帝国図書館員の立場 から、「図書

館法」作成 などに関わっていた。渋谷 は第二次

世界大戦後の 日本の図書館界 において、戦前か

ら既に主流 とみなされていた人々の中に位置づ

け られる一人であった ようだ。 この文章にある

「金曜会」 は、 日本図書館協会が主催 した もの

であった。岡田温は、金曜会 メンバーに関する
ユの

記 述 を残 して い る。(別 表1参 照)堀 越 崇

「キイニー研究序調 による と、キ イニーの提

案 により1947年2月 に、第1回 金曜会が放送会

館5階 会議室で開かれたとある。 同論文は、金

曜会の性格 を、「図書館 制度改革委員会 と金曜

会は図書館法案審議の舞台 とな り、 日本図書館

協会懇談会 は協会 「改革」を担 うことになった」

宮川 貞二(早 大図書館)

柄沢日出雄(慶 大図書館)

毛利 宮彦(大 泉文庫)

河合 博(東 大図書館)

山口 康助(ク)

竹内 善作(大 橋図書館)

中田 邦造(日 比谷図書館)

林 靖一(ク)

岩淵兵七郎(衆 議院図書室)

熊原 政男(金 沢文庫)

岡田 温(帝 国図書館)

舟木 重彦(ク)

石黒 宗吉(ク)

吉田 邦輔(ク)

岩井 大慧(東 洋文庫)

荻山 秀雄(元 朝鮮総督府図書館長)

廿 日出逸暁(千 葉県立図書館)

大佐三四五

衛藤 利夫(日 本図書館協会)

有山 榛(〃)

長島 孝(文 部省文化課)

兵頭 清(〃)

雨宮 祐政(〃)

キーニー(C.1.E.)

マルハウザー(〃)
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とい う。 しか し、岡田は 「見方によっては、 うまうまとアメ リカの占領政策に乗せ ら

れたとい うことも出来るが、…(略)… キーニー氏 をはじめ…(略)… 日本の図書館員の

意見は充分 に尊重 して くれ、…(略)… 逆に彼等の協力 を得ることによって、…(略)…

日本の図書館活動の振興 を計 ろうとした…(略)・砲 と記 している。

2JLS開 設以前の、日本 における レファレンス紹介の歴史

2.1日 本 における レファレンス紹介の歴史
16)

三宅の論文は、「序説、今沢慈海先生の業績、毛利宮彦氏の研究、波多野賢一氏の

発表、澁谷國忠氏の労作その他、結語」の構成 となっていて、今沢慈海、毛利宮彦、

波多野賢一、渋谷国忠 を中心 に述べている。三宅がこの論文で取 り上 げた人々 とその

著作はく別表2>の 通 りである。

北原の 「明治 ・大正期 におけるレファレンス ・ワークの発劇 は、明治 ・大正期 と

あるが本文は昭和期 について も言及 している。この中で取 り上げ られた レファレンス

サービス を日本に移入 した先人 と紹介 されている人々を、JLS開 設直前 までを リス ト

にする とく別表3>の ようになる。それ らの中に、北原が指摘 したアメリカ人思想家

を加える。

別表2日 本におけるレファレンス文献(三 宅千代二の論文から作成)

今沢慈海 「参考図書の使用法及び図書館に於ける参考事務」『図書館雑誌』1924

小谷 「日比谷図書館に於ける参考事務」『図書館雑誌』1924

毛利宮彦 『図書館学講座全12巻 』1928-1929第4章 「図書運用論」の第1節 「参考事務の組織と実際」の(3)

マ ッジ 「参考図書の選択」

波多野賢一 「図書館に於ける参考事務」『図書館雑誌』1929.4

毛利宮彦、田中敬 『内外参考図書の知識』図書館事業研究会,1930

垂水延秀 「日本叢書年表』間宮商店,1930

神波武夫 「基本的参考文献目録』間宮商店,1931

天野敬太郎 『本邦書誌の書誌』間宮商店,1933

波多野賢一、彌吉光長 「参考文献総覧』朝日書房,1934

佐中茂 「参考係(専 任)の 拡充設置は中央 〔府県〕図書館目下の緊急要事」『図書館雑誌』1934.5

『傳記資料索引』日比谷図書館

澁谷國忠 「参考事務要論」1939

※石黒宗吉 図書館職員養成所にて 「参考事務」の講座を担当(本 稿に要項を記載)

法貴三郎 「レファレンス ・システムに就いて」『読書』1948?

弥吉光長 「図書の選択』理想社,1951

神田秀夫 「参考台によりて」『びぶろす』1951

前野直定 「調査機関から見た図書館組織」『びぶろす』1951

伊藤旦正 「公共図書館における参考事務の運営に就いて」『図書館雑誌』1951
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別表3日 本におけるレファレンス文献(北 原囹彦の論文から作成)

1916年(大 正5)毛 利宮 彦p.20

1924年(大 正13)今 沢慈 海 「参考 図書 の使 用法 及 び図書 館 に於 け る参 考事 務」p.20

こ こに、Kroeger,Mudgeの 説 を紹 介

1926年(大 正15)小 谷誠 一 「図書 館 に於 け る参 考事 務」

1930年(昭 和5)毛 利宮 彦 「内外 参 考図書 の知 識」Bishop,Dana

1930～1931年(昭 和5～6)植 村 長 三郎 「学校 図書 館経 営概 論」 『図書 館研 究』Wyer

1936年(昭 和11)毛 利宮 彦 『図書 の整 理 と運用 の研 究』 「内外 …」 の をそ の まま転 載

1938年?田 村盛 一 「図書 館 出納所 ノ本質 ト事務 」

1939年(昭 和14)澁 谷 國忠 「参考 事務 要論 」 『図書館雑 誌』Wyer,Bishopp.22

1940年(昭 和15)山 下 栄 「医学 図書館 ニ オケ ル雑誌 利用 法」 『図書館 研 究』 米国 の影響

北原は、「第2次 世界大戦後のわが国図書館界が、その再出発 にあたって模範 とし

たのは、米国の図書館サー ビスである。」 とし、中で も、CIE(民 間情 報教育局)図

書館、昭和23(1948)年 、連合国軍総司令部 に提出されたRobertB.Downsに よる 「ダ
18)

ウ ンズ報告書」、昭和26(1951)年 、JLSで の米 国人教授 による講義等の影響 を指摘
19)

している。志智嘉九郎 も 「第2次 世界大戦後、 レファレンス ・ワークに関 して、わが

国の図書館 関係者が最 も深い感銘 を受けたのは、昭和26年 に 日本図書館学校で行われ

た、2度 にわたる図書館専 門職員指導者講習会でのFrancesNeelCheneyの 講義 と
20)

いわれる」 と述べている。

受講 生の一 人、伊 藤旦 正の定 義 は、F.チ ェニ ーに よって紹介 され たMargaret

Hutchinsの 定義 である。第2次 世界大戦後の レファレンス ・ワーク も、戦前 同様、

あるいはそれ以上 に、米国の強い影響 を受 けて始 め られ ることになったのである。

「第2次 世界大戦前の レフ ァレンス ・ワー クと第2次 世界大戦後のそれ との問には、
21)

概 念 に関 す る限 り、大差 はない ので あ る」 と北 原 は指摘 してい る。

F.チ ェ ニ ーの フ ァイ ル に、天 野敬 太 郎 が 彼 女 に送 った"AListofArticlesonthe
22)

ReferenceWork(inJapaneselanguage)chronologicalorder"が 残 され て いる。 天野

敬 太郎(1901-1992)は 書 誌 ・解 題 で著 名 な人物 で あ る。Compiledbyと な ってお り、

1951年11月 の 日付 が あ る。F.チ ェニ ー に宛 て た もの で あ る ので、 リス トは まず英 語

の タイ プが打 たれ 、次 に手書 きの 日本 語 が添 え られ てい る。(実 物 は図 を参 照)

日本 語 で書 かれ た と ころのみ を書 きだ してみ る と、 以下 の よ うにな る。

毛利宮彦:個 人と公衆図書館

小谷誠一 『迷道』より

今沢慈海:参 考図書の使用法と図書館に於ける参考事務

小谷誠一:図 書館に於ける参考事務
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塚本勝雄:市 立名古屋図書館の読書相談

波多野賢一:図 書館に於ける参考事務

京橋図書館に於ける参考事務

毛利宮彦:山 王事務の組織と実際
23)

水本邦男:質 疑応答館と(撫 順図書館報)

水本邦男:図 書閲覧案内係としての所感(同 上)

竹中茂:参 考係(専 任)の 拡充、設置は中央図書館目下の緊急要事

大野沢緑郎:参 考事務について(図 書館講習所 学友会雑誌)

竹内善作:拾 七八歳の生徒と参考係(図 書館事業)

河野四郎:図 書館参考事務の一考察(朝 鮮の図書館)

進昌三:学 校図書館に於ける読書案内の実際

澁谷國忠:参 考事務要論

吉野龍二:私 の参考事務ノート(図 書館研究)

太田栄太郎:図 書館と調査部

法貴三郎:レ ファレンス ・システムについて(読 書)

以上が リス トのすべてであるが、手書 きの読み取れない部分があった。 しか し、こ

のリス トは天野が専 門家 として作成 した1951年 現在の レファレンス ・ワークの リス ト

であ り、収集 した文献は当時ある程度の評価があったもの と思われる。 この点で、注

目すべ きではないか、 と考える。 リス トのタイプされた英語の部分が、あちらこち ら

で手書 きによる訂正が されていて、大変急いで作成 された ものではないかと推測する

のであるが、この時期 に何のために天野がF.チ ェニーに送ったのかは興味あるとこ

ろである。
24)

金津有紀子 は 「戦前 における レファレンス ・ワークの導入」で緻密 にそのあ とを

追っている。

2.2JLSで のMudge、Wyer、Bishopの 紹 介

JLSの 科 目120で は 、 配 られ た プ リ ン トのNo,4に 、 「threedefinitions,eachbya

leadingauthorityinthefield:こ の 分 野 に於 け る三人 の権 威 者 に よ る三つ の定 義」 と
25)

し て 、Mudge(IsadoreGilbertMudege,1875-1957)、Wyer(JamesI.Wyer,1869-

26)

1955),Bi,h。P(W.W.Bi,h。p,1871-1955)が 紹 介 さ れ て い る 。

ま ず 、Mudgeの レ フ ァ レ ン ス ワ ー ク の 定 義 は 、 「TheReferenceDepartmentofa

libraryisthatpartofthesystemwhichischargedespeciallywiththetaskofaiding

readersintheiruseofthelibrary,particularlyintheiruseoftheresourcesandbooks
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withinthelibrarywallsasdistinguishedfromthewithdrawalofbooksforhome

reading.図 書 館 の参 考部 とは読者 が 図書館 を使 う際 に、 殊 に館 内で 資料 を閲覧 す る際

に助 け を与 える任務 を特 に負 ってい る組織 で 、家庭 で 読 むため の本 を貸 出す仕 事 とは

は っ き り区別 され てい る」 と、紹 介 して い る。

二 人 目のWyerは 、 「Sympatheticandinformalpersonalaidininterpretinglibrary

collectionsforstudyandresearch.調 べ ご とや研 究 をす る人達 の ため に 図書館 にあ る

もの を説 明 して、 親身 に なって助 けをあ た える こ と」 と定 義 してい る。

三 人 目のBishopは 、 「Referenceworkisorganizedeffortonthepaioflibrariesin

aidofthemostexpeditiousandfruitfuluseoftheirbooks.参 考 業 務 とはその 蔵書 を最

も迅 速 且 つ効 果 的 に利 用 出来 る様 に、 図書館 側 が 組 織 的 に助 け をあ た え る こ とで あ

る」 と説 明 してい る。

3渋 谷とその論文紹介

28)

3.1渋 谷論文 「参考事務要論」

渋谷の論文は、 『図書館雑誌』に2回 に分 けて掲載 された。この論文の 目次は以下

の通 りである。

第一、参考事務の意義

第二、参考事務の組織と方法

第三、参考事務の対象たる公衆

第四、参考事務の係員

第五、閲覧案内

第六、読書相談

第七、狭義の参考事務

渋谷は、通常の閲覧事務の他に、「公衆から萬般の質問を受付けてその研究調査に

対 し資料文献上の助力を与へるとか、或ひは閲覧者が容易に適当な図書を見出し得る

やう案内説明をあたえるとか…」などとよばれているのが参考事務に該当するとして
29)

いる。昭和4年 に波多野賢一が 「図書館 に於 ける参考事務」において、参考事務 は7

項 目に分かれるとしているが、す なわち、(1)閲 覧人の案内(2)読 書 または研究の手

引き(3)パ ンフレットの整理、出納(4)参 考書の解題又はその目録の編纂、或ひは

種 々の索引の作成(5)図 書館管理上に必要な種 々の調査(6)閲 覧統計の作成(7)

新 聞、通信、雑誌社 との連絡 であるが、渋谷は(1)(2)(4)を 参考事務の主体 とみる
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べ きであるとしている。そ して、渋谷 は論文の主文として、(1)閲 覧案内

談(或 ひは読書指導)、(3)狭 義の参考事務 を説明 をしている。

(2)読書相

3.2第2回 指導者講習婆とJLSで 使われた渋谷論文

3.2.1第2回 指導者講習会で使われた渋谷論文

「F.チ ェニーのファイル」に、第2回 図書館指導者講習会で使われた渋谷の 「参考
31)

事務要論」のプリン トが残 されていた。 この渋谷の論文は、第2回 図書館指導者講習

会 で使われたが、そこで使 われたプリン トには 「小川修氏が抄録」 と記 されていて、

プ リン トの枚 数は7枚 である。プ リン トには、ProfessorFrancesCheneyの 名前入

りであるか ら、内容が講義に沿ったものであることが確認の上で使用 されたと考えて

よいだろう。渋谷論文 を抄録にし英訳 している。JLSの プ リン トの典型である英文 と

日本語の混在 した もので、あるまとまりのある英文のす ぐ下には、 日本語訳が書かれ

ている というスタイルである。その 日本語訳は渋谷の論文か ら抜いているのか といえ

ばそ うではなく、英文に対する日本語訳が新たにされているのである。渋谷の論文の

目次をすべ て使用 しなが ら、その中の肝心 と思われる個所を、抜 き出 した もの となっ

ている。 この講義プリン トの項 目だけを書 きだす と以下の ようになる。つま り、論文

の目次はその ままに使われている。

1

9
自

つ
0

4

障0

ρ
0

7
8

参考事務の意義

参考事務の組織と方法

参考事務の対象たる公衆

参考事務の係員

閲覧案内

読書相談

狭義の参考事務

3.2.2JLSで 使 われた渋谷論文

JLSで 正 規 の科 目の 中 で 使 わ れ た 渋 谷 論 文 の 抄 録 が ま た 別 にあ る。 科 目は120、

InformationandBibliographicSources&Methodsで 、 第6番 目の プ リン トと して存

在 してい る。 実 は筆 者 の手 元 にあ る もの は第5期 生 が なが く保存 してい た もので 、第

1期 、す なわ ちF.チ ェ ニー の時 の もので は ない。 しか し、細 野 公男 が 言 うよ うに科
32)

目はほ とんど内容の変化がなかったとい うので、 このプリン トを使用 して もあながち

かけ離れたもの といえないであろ うと考 えられる。科 目120で は、学期中に33種 類の

プリン トが配布 された。その中の第6番 目のプ リン トであった。 こち らのプリントは
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2枚 にまとめられてお り、JLSで はおな じみのス タイルであった英語 に日本語がそえ

られているのではな く、 日本語のみのプリントであった。 目次の7項 目通 りに抄録が

されている。「抄録者 は文字幸子である」、と注があ り、抄録者は別人である。第2回

図書館指導者講習会のプリン トが7枚 であったのに比べ、英語が無い とはいえ2枚 と

コンパク トにまとめ られている。渋谷論文をさらに簡単に要点のみをまとめた もの、

しか もアメリカ人教師の許可 を得 たもの と考えるのが妥当ではないか と思 われる。第
33)

5期 の レフ ァレンス担 当 アメ リカ人教 師 はGeorgeBonnで あ った。

No.(6?数 字無 し)参 考事務要論 澁谷国忠(プ リン ト2枚)

※ 「所蔵の記事 を文字幸子抄録」とあ り

No.7UseofReferenceBooksandReferenceWorkintheLibrarybyJ.Imazawa「 参考図

書の使用法及び図書館 に於 ける参考事務」今沢慈海

1参 考書の意義

2図 書館 に於ける参考事務

3参 考図書の研究法

このプリントは1～3の 目次 となっているが、 もとの今沢論文 には、2と3の 間に

「大学に於ける参考事務」「学校に於ける参考事務」の項 目がある。

※ 「所蔵の記事を文字幸子抄録」とあり

3.3渋 谷の レファレンスに関する評価
34)

F.チ ェニーのPを 受 け、その影響の もと 「日本 に於 ける参考事務 とその文献」

を執筆 した三宅千代二は、渋谷 を 「その内容によって波多野氏の論文か ら受けた影響

の多いことが伺 われるし、波多野氏の発表か ら10年 の年月を経た後の労作 としてその

空 間を補って余 りがある労作である」 と評価 した うえで、

第一 は図書館 を訪れる個 々の公衆 に対 して、その研究調査上 の助力を与 えることであっ

て、研究調査を代行する ものでない。 と述べ第二は係員に有力 な館員の配置を説 き、場所 と

して 目録室、出納台、書庫の三者 に最 も簡便に接触する好適の ところを指 し、目録 の完備、

殊に郷土資料に関する質問に容易に回答が出来ることを強調 した。第三対象の分類 では館員

か ら何 を引 き出すかを意識 している読者、漫然と尋ねる入館者の二様がある。と区分 し、第

四については波多野氏が挙げた事項以外にA.快 活 に気軽に人に接するとこ(ママ)、B.博 識 で
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あ る こ と、C.勘 を働 か せ る こ と、D.忍 耐 力 を 持 つ こ と、E.ユ ー モ ア を解 す る こ と、

をあげているという。渋谷の場合、読書相談は参考事務 よりより高度な もの と説い

ているが、これは新 しい見解であ り注 目に値するとしている。
35)

北 原の 「明 治 ・大 正期 にお ける レ フ ァレンス ・ワークの発 展」 は、33ペ ージ にわ た

る大 部 な論文 で 日本 に お け る レ フ ァレ ンス ・ワ ー クの移 入 を検 証 して い るの で あ る

が、 そ の 中 で渋 谷 は、 「JamesI.Wyerの 指 摘 す る"保 守(conservative)"理 論 の 強

い影 響 が伺 わ れ、彼 の 定義 はw.w.Bishopの もの で あ ろ う としてい る。 そ して 、渋

谷 が"自 由(liberal)理 論"の 弊 害 と して 次 の ように述べ てい る と紹介 して いる。

参考事務の任務は、公衆に研究調査上の助力を与えることであった、研究調査そのものを

代行することではない。この間の区別を無視することは、公衆の図書館認識乃至図書館訓練

を誤る結果を来すと同時に、参考事務の能率を害し、乃至はそのサーヴィスを公衆の広汎な

る層に及ぼすことを阻害するに至るであろう。

と指摘 しているのである。

金津の 「戦前 における レファレンス ・ワークの導入」での渋谷の評価は、北原の指

摘 に賛同し、すなわち 「渋谷は保守理論 の影響 を強 くうけてお り、そのことは"参 考

事務の公衆へのサーヴィスは どこまで も助力乃至相談相手であって、公衆の代 わ りに

研究調査 を してや ることではない。"とす る文面か らも明 らかである としている。 し

か し、参考事務は…"一 貫 した方針 によって統制 し、常に失敗 と成功の跡 を調べてそ

の方針 を改良してい く必要がある"と サー ビスの質の安定化 をはかる観点か ら、組織
36)

の必要性 を説いた点は評価で きる」 と記載 している。

4JLSで 使われた今沢の論文

3.2.2JLSで 渋谷論文が使 われたことを紹介 したが、渋谷 とともに日本語文献 とし

て今沢慈海の論文が使 われた。「参考図書の使用法及 び図書館に於ける参考事務」で
37)

ある。1951年 当時、今沢 は千葉県成田図書館長であったとある。今沢の論文の 目次は

次の通 りである。

参考書の意義

図書館に於ける参考事務

大學に於ける参考事務
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學校に於ける参考事業

参考図書の研究法

JLSで は、参考書の意義、図書館 に於 ける参考事務、参考図書の研究法の3項 目に

絞 って、1枚 のプリン トで配布 されたようである。すなわち、プリン トの 目次は、

参考書の意義

図書館に於ける参考事務

参考図書の研究法

である。参考図書の研究法 は丁寧に抄録 されてお り、原文の内容が具体的に理解で

きるように抄録 されている。このプリントの抄録 も文字幸子が担 当している。 日頃よ

く使わない参考図書であって も、参考図書利用法の原則 を知 って予備的知識を もつこ

とが大切であることが述べ られている。その利用法の原則 とは、表題紙 を見て、内容

の範囲、著者のこと、出版年月 を知る。序文、諸言等を読み、内容をさらに詳 しく知

ること、その図書の特色、欠点、 同じ問題 を取 り扱 っている他の図書 との比較 をする

こと、3つ めに、図書 を次の観点か ら調べ ること、それは編集方法、記載事項、参照、

索引の完全 さ正確 さ、記述の性質、種類か らである。 自分の熟知 している問題 に関 し

ての説明 を読むこと、などのア ドバイスが入っている。4つ 目は、序文や論説を見 る

時にも、公正であるかを調べ る、5つ 目その図書が改訂版であれば、 どの程度に訂正

されてい るか を調べ る とあ る。1冊 の参考 図書 を見 る目を養 うための、具体 的 な

チェック方法であるといえる。 このプ リン トもまた渋谷の ところで見た ように、 日本

語のみのプリン トである。 レファレンスサービス を日本 に移入 した今沢 を紹介すると

き、 この論文が中心 となっている。この論文の特徴の一つで もあ るといわれている、

クローガー とマッジの紹介がある(さ らに今沢が 「参考書利用に関する案 内書の二三

を紹介 して置 こう」 として最後 に リス トが掲載 されているが、Hutchinsな どの名が

ある)が 、JLSの プ リン トには、今沢の論文 として彼 らのことは何 も抄録 されていな

い。なお、参考図書の評価 については、プ リン トのNo.8以 後続 いて取 り上げられて

いる。参考 図書 について理解することが、参考事務 を担 当するもの として最重要課題

である と考えられていたことが わかる。今沢の論文はこのための序論 として、JLSで

は考え られていたのか もしれない。
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5も う1つ の論文、波多野賢一 第2回 指導者講習会で渋谷とともに使用

された論文

5.1波 多野賢一の 「図書館 に於 ける参考事務」

波多野賢一の論文は、 「図書館雑誌」の1929年 に公刊 された もので、 目次 は以下の

通 りである。

参考事務の組織

係員の選定

参考係の心得

波多野は参考事務の肝要なことは、文献 を通 じての閲覧者 に対する案内であるとし

ている。「従事する者 は、閲覧者の求むるところを明察 し、閲覧者が如何 に難 しい面

倒臭い ことをいって も、決 して嫌 な顔を してはなりません… 正直、親切、敏速 この

三つがあれば、参考係 としてはつか しくない人であると言 えると思いひます。」 と係

の心得 を述べている。

5.2JLSに おける波 多野論文

第5期 生の科 目120の 配布プ リン トには、波多野の名はない。JLSの この科 目とし

ての 目的、すなわち参考事務 とは何かを知 ったうえで、レファレンスライブラリア ン

として知っておかねばな らない参考図書 を学ぶこと、その評価方法を知ることが、こ

の科 目の 目的であった。そ こに、2つ の問題が出て きたことを日本の学生 たちは感 じ

たのであろうか。1つ は評価するうえでの参考図書の存在が 日本 には無い、少なくと

もアメ リカに比べ利用者 に参考事務を行 う上で不足 していることを、である。 もう一

つは、波多野 と渋谷の参考事務における位置づけが、第2回 指導者講習会ではぜひ 日

本人 として学んでおかねばならないこと、 と理解 されていたが、JLSに おいてはその

必要はないと判断 されていた らしい こと、をである。誰がそれ を理解 し、 日本語文献

を見つけ出 したのであろうか。アメリカ人教師にはある程度の情報は与え られていた

であろうが、 自らそれ を見つけるということは不可能だったはずである。

6.三 宅千代二の二人の評価

本稿 では戦前に書かれた レファレンスに関す る論文がJLSに おいて レファレンス

の講義に使用 されたことを述べ、それ らの内容の どの点が使 われる理 由になったかを
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探 った。 ここで三宅千代二による2つ の論文の評価 を見てみたいと考 える。三宅は第
38)

2回 指導者講習会に出席 しF.チ ェニーから影響 を受けた一人であるか らである。

三宅はF.チ ェニーの影響 を受 けて、「日本に於ける参考事務 とその文献」を書 き上

げた。その中で 「澁谷國忠氏の労作その他」の項 目の もと、「…その内容によって波

多野氏の論文から受 けた影響の多い ことが伺われる し、波多野氏の発表か ら10年 の年

月を経 た後の労作 としてその空間を補 ってあまりがある労作である」 との評価 を与 え

たことは、3.3で すでに述べ た。三宅はその上で、渋谷の論文の 目次を示 し、各々の

内容を要約 している。渋谷の論文内に波多野の論文についての記述があるが、それを

も加 えて両者への 目配 りがあることが伺 える。読書相談においては、「…読者が最 も

適 した図書 を読むことが出来るよう指導すること、であると定義 し、読書相談 とは参

考事務 よ りもより高度なもの と説いてあって、この点は特に新 しい見解 として注 目に

値する」 と、渋谷の独 自性を評価 している。

波多野に関しては、項 目を 「波多野賢一氏の発表」 として、1928年 「京都で 日本 図

書館協会の大会が開かれ、その第三 日(12月4日)竜 谷大学の講堂で、当時 日比谷の

図書館員であった波多野賢一氏か ら"図 書館に於 ける参考事務"と い う題 目の研究発

表 を聴 くことが出来た。 こうした多人種会合の席での参考事務に関する講演は我国最

初 の記録 であろ う。」 と記されている。これが後の 「図書館 に於 ける参考事務」の論

文 となる。三宅は波多野論文の半分 を占める"参 考事務の実際"を 「波多野氏の生 々

しい体験記録であった。その根本思想 は"図 書館 に於 ける参考事務 とは文献 を通 じ

て、読者のために行 う案 内で、文献を離れては どんなに学殖識見があってとうとうと

卓見を述べ ても、凡そそれは参考事務の本質的な姿 とは、可成距離がある"で あって、

今澤、毛利氏等の前述のもの と同調の発表であったことに変わ りはない」 と記 してい

る。三宅の論文の構城 は、

序説

今沢慈海先生の業績

毛利宮彦氏の研究

波多野賢一氏の発表

澁谷國忠氏の労作その他

結語

と、本論が4部 に分かれている中、波多野 と渋谷 を取 り上げていることが特徴 と思

われる。北原は、三宅論文 について、「…三宅の研究が、その後に大 きな影響 を及 ぼ
ヨ　　

す ものであった…」 と記 している。
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なお、三宅論文には、「文部省図書館講習所では、現在上野図書館の閲覧課長であ

る石黒宗吉氏が"参 考事務"に ついて講座 を受持ってい られた。講義内容 は知 る由 も

ないが、要項による ととして、以下のように要項 を記 している。講義の一端を伺 うこ

とがで きるとしている。貴重 な資料であると思われる。

1参 考事務の意義と目的

2参 考図書

イ 参考図書の意義と種類

ロ 参考図書の選択と内容調査

バ ー般参考図書と部門別参考図書

二 参考図書の収集と整理

3参 考事務の実際

イ 質問の取扱

ロ 資料の検索と提供

ハ 部門別参考事務の実際

書誌の編集

ホ 参考事務補助資料の作製

4参 考事務の組織

イ 参考事務の職員

ロ 参考事務の組織と管理

ハ 図書館相互間に於ける参考事務

7ま とめ

レファレンスサー ビスはすでに戦前か ら日本では移入 され、一部実践 もされてい

た。今沢慈海によ り命名 された参考事務は、図書館人にどのように理解 され第二次世

界大戦後 まで研究 され続 けられてきたのか、を文献 を通 して検証 した。アメリカで生

まれ発展 したレファレンスワー クを理解で きていたか どうかは、定かではない。む し

ろされて こなかったと考 えた方がよいようである。 しか し、渋谷の論文は、戦前にお

いて当時のアメリカ図書館思想を正 しく理解 していた とい える ようだ。三宅の論文

は、第2回 指導者講習会においてF.チ ェニーの講義 を受 け、 レファレンスの考え方

に深 く影響 を受けた結果作成 された ものであった。渋谷の論文は、JLSの 教材 として

用い られたことによって、その論文の真価がは じめて明らかにされたのではないかと

考 えるのである。
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注

1)本 論 では、引用の旧字体 を、原則 として新字体 に訂正 した。

2)石 井敦 『簡約 日本図書館先賢事典(未 定稿)」 石井敦1995,150p.

3)1950年 の 「図書館法」は司書 ・司書補を新設 したため、講師(指 導者)の 養成が急務 となっ

た。文部省 は図書館指導者講習会 を、1951年6月 か ら11月 まで3回 開催 した。R.ギ トラー

をはじめ とするJLS教 師が指導 にあたった。

4)ヴ ァンダービル ト大学のSpecialCollections:BrainardandFrancesCheneyPapersは 、全

部 で90のBoxか ら 構 成 さ れ て い る。〔引 用 日:2011-03-06〕 〈http://www.library.

vanderbilt.edu/speccol/cheneylist3.shtml>こ の 中で、Eチ ェニーの資料はBox56-Box90

に収 め られている。現物の コピーを 日本図書館学校を中心 に、ヴァンダービル ト大学図書

館 より取 り寄せた。

5)三 宅千代二 「日本に於ける参考事務 とその文献」『図書館界』3(3),1952.2,p.79-82.

6)北 原 囹彦 「明治 ・大正期 におけるレファレンス ・ワークの発展」「LibraryandInformation

SciencesNo.8,1970,p.17-49.

7)(1897-1956)1940年 に東京大学図書館司書官、1944年 都 立 日比谷図書館館長。戦時中 日本

図書館協会専務理事 をつとめた。前掲2)p.102.

8)(1904-19??)1934年 東 京大学助教授、1935年 同図書館司書官。戦中 ・戦後 日本図書館協会

理事、監事 をつ とめた。とくにGHQと の折衝で活躍。前掲2)p.48.

9)1902年 宮 城県 に生まれる。1928年 東 京帝国大学文学部社会学科卒業。帝国図書館嘱託を経

て、司書 ・司書官部長。1959年 同館司書監。1965年 国立図書館短期大学学長 とな り現在 に

至 る、 と 「執筆者紹介」にあ り。『図書館界」19(3),1967.9,p.96.

10)(1895-1981)1925年 帝 国図書館、1930年 同 司書、1940年 富 山県立図書館館長、1944年 東 京

都立深川図書館館長、1947年 文 部省事務嘱託、1948年 国立図書館館長、1949年 国立国会図

書館支部上野図書館長、1958年 駒 沢大学教授 前掲2)p.45。

11)(1899-1969)1921年 満 鉄本社図書館、1927年 コロ ンビア大学図書館学部、1928年 満 鉄大連

図書館、1930年 同撫順図書館館長、1941年 北支那開発会社調査局 などを経て、1947年 京 都

府社会教育課長、1949年 京都学芸大学図書館事務長、1961年 松 下電器㈱社史編纂室、1966

年 金 蘭短大講師。多年大学図書館の発展 に貢献 し、図書館学の研究成果によって棋界の進

歩 に尽 した、 として日本図書館協会功労者表彰。前掲2)p.32.

12)馬 場俊明 「中井正一伝説:二 十一の肖像による誘惑』ポッ ト出版,2009,p.330.

13)岡 田温 「戦後直後図書館界大変動期の回顧(2)」 『図書館界』20(2),1968.'7,P.39.

石 井 敦編 『図書館 を育 てた人々:日 本編1』(日 本図書館協会,1983)に 、 明治以後18人

の図書館人の評伝が掲載されている。 この中で、第二次世界大戦後 も活躍 した と思われる

人物 は6人 であ る。馬場が 「金曜会」 メンバ ーとしてあげた6人 の うち、中田邦造のみが

掲載 されている。 しか し、評伝の中には金曜会 メンバーとしての活動の記録はない。

14)堀 越 崇 「キイニー研究序説」。三浦によると、堀越の この論文 は卒業論文である。筆者 は

webで 読 む ことができた。三浦太郎 「占領期初代図書館担当者キーニーの来 日 ・帰国の経

緯お よび彼の事績について」 『日本図書館情報学会誌』45(4),2000,p.141-154.

15)前 掲13)p.39.

16)前 掲5)
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17)前 掲6)

18)1948年 ア メ リ カ イ リ ノ イ 大 学 図 書 館 長 ロ バ ー ト ・ダ ウ ン ズ が 作 成 。 正 式 に は 「国 立 国 会 図

書 館 に お け る 図 書 整 理 、 文 献 参 考 サ ー ビ ス な らび に 全 般 的 組 織 に 関す る報 告 」

19)前 掲6)p.22.

20)志 智 嘉 九 郎 『レ フ ァ レ ンス ・ワ ー ク』 明 石 出 版,1962,p.42.

21)前 掲6)p.23.

22)ToMrs.Cheneyと 書 か れ て い る 。 「F.チ ェ ニ ー の フ ァ イ ル 」Box64

23)手 書 き の 文 字 が 読 み 取 れ ず 。 著 者 を 書 誌 デ ー タ ベ ー ス で 検 索 し て み た が 見 つ け れ られ な

か っ た 。

24)金 津 有 紀 子 「戦 前 に お け る レ フ ァ レ ンス ・ワ ー クの 導 入 」『LibraryandInformationScience』

44,2000,p.1-26.

25)GuidetoReferenceBooksを 編 集 し、 こ れ を 図 書 館 の 基 本 ッ ー ル と し て 定 着 させ た 。 コ ロ ン

ビ ア 大 学 図 書 館 で は 、 彼 女 の 仕 事 を 直 接 受 け継 ぐ コ ンス タ ンス ・ウ ィ ン チ ェ ル 女 史 を始 め

とす る多 くの 学 術 図 書 館 員 を 育 て た 。(藤 野 幸 雄 編 著 「イ サ ドア ・マ ッ ジ 」 「図 書 館 を育 て

た 人 々:外 国 編1ア メ リ カ』 日 本 図 書 館 協 会,1984,216p.)

26)著 作 に 次 の も の が あ る 。ReferenceWork..4LA,ヱ930

27)著 作 に 次 の も の が あ る 。7'hetheoryofreferencework.Bu〃etinoftheALAIX.July.ヱ9ヱ5.

28)澁 谷 國 忠 「参 考 事 務 要 論(1)(2)」 『図 書 館 雑 誌 」33(1)(2)(230,231),1939,p.10-15p.30-32,

48.

29)波 多 野 賢 一 「図 書 館 に於 け る 参 考 事 務 」 『図 書 館 雑 誌 」110,1929,p.7-15.

30)1951年 に 文 部 省 主 催 で 、 図 書 館 専 門 職 員 指 導 者 講 習 会 が3回 開 催 さ れ た 。 第2回 は 、7月

23日 か ら8月31日 に 行 わ れ た 。

31)「Eチ ェ ニ ー の フ ァ イ ル」Box64

32)細 野 公 男 「図 書 館 ・情 報 学 科40年 を ふ りか え っ て 」 『LibraryandInformationScience』no.

28SpecialIssue,1990,p.4.

33)JLSで の レ フ ァ レ ン ス 教 育 は 、開 学 時1951年4月 か ら1952年 夏 ま で はF.チ ェ ニ ー が 担 当 し、

次 に1953年 度 は ム ー ア(JeanM,Moore)、1954年 度 は ス ミス(AnneM.Smith)、1955年 度

は ボ ン(GeorgeBonn)と 、 ア メ リ カ か らの 訪 問 教 授 が 担 当 し た 。

34)前 掲5)

35)前 掲6)

36)前 掲24)

37)た だ し、 プ リ ン トの 注 に は 、 『図 書 館 雑 誌 』 の 大 正15年3月 と書 か れ て い る が 、 実 際 の 出

版 年 は 大 正13年 で あ る 。

38)前 掲6)p.25.「 ・・と 同 様 、志 智 の 著 作 も 、そ の 影 響 力 は 強 か っ た の で あ る 」 と 、述 べ て い る 。

三 宅 も志 智 嘉 九 郎 も第2回 図 書 館 指 導 者 講 習 会 の 受 講 生 で 、 と も にF.チ ェ ニ ー の レ フ ァ レ

ンス 教 育 を 受 け た 。

39)前 掲6)p.25.
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